
NGN折り返し通信ほか、IPv6通信の状況
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1NGNのIPv6対応

◆すべての回線に対してNTT東日本のIPv6アドレスを割り当て

◆NTT東日本のIPv6アドレスは、NGN内サーバやSNIとの通信等で使用

◆ISP事業者様、IPoE接続事業者様のIPv6アドレスも利用可能
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2フレッツ・v6オプション

◆NGNユーザ間はIPv6による網内折り返し通信が可能

◆網内折り返し通信の利用にはフレッツ・v6オプションの契約が必要
（2012年5月以降に開通の回線では原則利用可能な状態で提供）

◆2019年12月の網内折り返し可能なユーザは、NGNの全ユーザの約87％
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NGN
（西日本）

IPv6によるP2P通信（IPoE, PPPoE）

◆双方がIPoEを利用の場合は、網内折り返し通信

◆PPPoEを利用の場合でも宛先がNGNのアドレスであれば網内折り返し通信

◆宛先がIPv4または自網NGN以外のアドレスの場合はインターネット折り返し通信

3

NGN

GWR

HGW等 HGW等

VNE
#A

VNE
#B

VNE #BVNE #A

NGN

GWR網終端装置

HGW等 HGW等

VNE
#A

ISP

VNE #AISP

NGN
（東日本）

GWRGWR

HGW等 HGW等

VNE
#A

VNE #AVNE #A

IPoE（宛先がNGN） PPPoE（宛先がNGN） IPoE（宛先がNGN以外、東西）

VNE
IPv6

VNE
IPv6

ISP
IPv6

v6

VNE
IPv6

NTT
IPv6

（v6OPあり)



4IPv6普及に向けた取り組み

2015 2016 2017 2018 2019

2011 2012 2013 2014
6 2 5 12 10 7

5 9 7 3 6 7 9

HGWへIPv6 PPPoE
アダプタ機能搭載

HGW IPv6 PPPoE
アダプタ機能開放

VNE 6者目

VNE 4者, 5者目

IPoE 接続事業者数
拡大の認可

フレッツ光ライト
IPv6インターネット接続開始

IPv6インターネット開始
・普及に向けた取り組みの時代

IPoE接続事業者数拡大の認可申請

新規開通ユーザへのフレッツ・ｖ6オプション標準提供

フレッツ・v6オプションの代行申込機能の提供

払い出しIPアドレス
サイズ変更

IPv6 PPPoE接続開始

IPv6トンネル対応アダプタ発売開始

VNE 7者目申込

VNE 8者目申込

IPv6インターネット議論と開発着手の時代
2004 2007 2008 2009 2010

IPv6インターネット接続認可・開発開始

IPv6インターネット接続について本格議論開始

フレッツ・ドットネット開始

IPv6アドレスの標準払出

IPv6 PPPoE

IPv6 IPoE
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普及の時代

IPv6 IPoE接続開始
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6

網終端装置
増設基準緩和
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北関東・甲信越POI北関東POI 東北POI

北海道POI
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IPoE NGN

56%

5IPoE普及率

◆ 2019年12月のIPoEユーザは、NGNの全ユーザの約56％

◆前年同月比、約134%
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6IPv6でのP2P通信可能ユーザの普及率

◆P2P通信可能ユーザ（フレッツ・v6オプションまたはIPoE）は87％。
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7トラヒック推移

◆ 2019年12月のIPoEトラヒックは、NGNの全インターネットトラヒッ
クの約49％

◆ IPoEのトラヒックは前年同月比、約163％
✻ IPv6 PPPoEのトラフィックはPPPoEのトラフィックに含む

✻ IPv4 over IPv6のトラフィックはIPoEのトラフィックに含む

51%

IPoEの普及率に対してトラヒックが少ないようにみえるが、
IPoEでIPv4を提供していない回線も考慮すれば妥当な数字か。



8NGN網の通信の今後の動向（想定）

GW
ルータ

中継
ルータ

収容
ルータ

ＮＧＮ

収容
ルータ

網終端装置SNI、その他

③

①インターネットトラヒック ：今後も順調に増え続ける。

②NGNに閉じた通信（SNIからの通信） ：コンテンツの4K化等で増加。

③NGNに閉じた通信（P2P通信） ：ゲーム機などがIPv6化で増加。

NGN中継ルータの下りトラヒックのパターン


